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業　績　概　要

　屋外に使用する木材，木質材料の耐候性に関する研究において，気象劣化現象の把握及び耐候性向上技
術に関する研究を進めています。気象劣化因子と木材表面の劣化との関係をXPS 等の表面分析により明
らかにすると共に，木材表面への紫外線吸収剤のグラフト処理等の表面改質技術や木材保護塗料の性能評
価技術の開発等により，我が国の耐候性研究で先導的な役割を果たしています。これらの研究成果は，
ISOや JIS，AQ等の規格化に貢献すると共に，各種仕様書等で取り上げられて来ました。
　一方，公益社団法人日本木材保存協会との関わりについては，1992年から2015年までの23年間に渡り広
報委員会において「木材保存」誌の編集に関わってきました。今村編集委員長の下では J-Stage への登録
作業の中心的な役割を果たし，山本編集委員長の下では新設された地域のページの原稿の掘り起こしを行
う等，保存誌の紙面充実に尽力しました。2007年５月から2015年３月には編集委員長として計48号の木材
保存誌を発行しました。その間，J-Stage における木材保存誌へのアクセス状況を分析して編集方針に役
立て，タイトルと著者の英文表示を行い海外からのアクセスに対応させる等，保存誌の認知向上に大きく
貢献しました。また，2001年から2005年には年次大会実行委員長として５回の年次大会を成功させ，協会
の広報活動に貢献しました。
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